
 

 

 

 

 

 

 

１０月１９日（水）の尾倉中学校体育大会予行練習では、皿

倉小学校の４年生・６年生の児童が見学に来たことは、本通信

「第２４１号」でお知らせしたところです。 

２２日（土）の本番では、皿倉小学校森永校長先生に来校し

ていただき、開会式で全校生徒にエールを送っていただきまし

た。ありがとうございました。特に、１年生にとっては、昨年森永

校長先生と１年間過ごしたと思いますので、気合いが入ったこ

とでしょう。森永校長先生も、１年生の成長に驚いていました。 

尾倉中学校でのみなさんの頑張りは後輩にも届いているはずです。 

 

 

 

 

 

 

小中連携の取組として、特別活動等において異学年交流を行っている学校は多くあります。  

特別活動等における異学年交流の取組としては、例えば、次のようなものが考えられます。 

・ 地域清掃やあいさつ運動など、小・中学校段階を通じた縦割りの活動 

・ 小中合同での運動会や体育大会（尾倉中学校・皿倉小学校のように見学を含む活動） 

・ 小中合同での文化祭・学習発表会・合唱コンクール 

・ 小中合同での児童会・生徒会活動の実施 

・ 小学校高学年からの部活動への参加 ・ 中学生の小学校のクラブ活動への参加 

  異学年の交流活動を組み入れる際、「特別活動」を柱とした交流は比較的行いやすいものと思

われます。特別活動には、学級活動のように主に学級集団を単位とするものと、児童会・生徒会活

動やクラブ活動、学校行事のように、学級や学年の枠を超えて組織される集団を単位とするものが

あります。 

  特別活動は、望ましい集団活動を通して、集団や社会の一員として必要な態度、能力を養うこと

が目標とされています。小・中学校段階の枠を超えた異学年交流は、こういった望ましい集団活動

として、特別活動の中で行われるのにふさわしい活動です。 

  学校行事など特別活動等の中で交流活動を行うことは着手しやすく、また保護者や地域の方々

に対するアピールにもなりやすい取組ですが、何でも一緒にやろうとすることにより、小・中学生ら

しさが失われてしまわないように留意しています 

つまり、子どもの成長の糧とするには、どの行事等を合同で行い、どのような配慮が必要かをし

っかり検討することが重要で、さらに、各種行事が単なるイベント的なものとならないよう、きちんと

教育課程に位置付け、目的や内容をよく吟味することが必要であると考えます。 

【 尾倉中学校・皿倉小学校における異学年交流の効果 】 

〇 家庭や地域における子どもの社会性育成機能が弱まっている中で、異学年交流によって社会

性（思いやりの心、コミュニケーション能力等）やリーダーシップを育成することができる。 

〇 異学年で学ぶことが、新しい気付きや既習事項の振り返り、学習意欲の向上につながる。 

〇 児童の中学校生活に対する不安感の軽減により、小学校から中学校への移行がスムーズに行

われ、学校段階間のギャップの解消につながる。 

〇 単独の小学校及び中学校では確保できない、十分な集団規模を確保して教育活動を行うこと

ができる。 

〇 人間関係が固定化してしまうことによる悪影響を抑え、多様な人間関係を構築できる。 

〇 小中の教職員が連携し理解し合わなければならない場面が増え、協力関係が構築される。 

【体育大会の予行練習を終えて尾倉中学校の生徒の感想から（校長聞き取り）】 

〇 小学生が見ている中、恥ずかしい演技はできないと思った。 

〇 最後のお互いの挨拶が、小学生のほうが大きかったので「これは負けられない」と思いました。 

〇 「これが中学生」という姿を見せることができてよかった。みんな尾倉中に来てほしい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北九州市立尾倉中学校 学校通信 第 245 号 
令和４年１０月２８日（金）発行 

校長 栗 原 博 巳 
北九州市八幡東区尾倉三丁目１０番１号 
HP: www.kita9.ed.jp/ogura-j/ 

尾倉丘 
おぐらがおか 小中一貫・

連携教育 
特集号 

特別活動における小中一貫教育の実践 

～「つなぐ」を意識した体育大会の取組～ 

 ここで、森永校長先生から聞いた話を伝えます。予行練習の見学を終えて、学校に戻った皿倉
小学校の児童のみなさんの様子がいつもとは違っていたということです。尾倉中学校の生徒の
みなさんが踊っていたダンスを踊ったり、体育の時間では「僕たちも尾倉中学校のようなラジオ
体操をしたい！」という声が挙がったりしたそうです。 
 中学生の体育大会への意気込みは確実に小学生に伝わっています。これからも、尾倉中学校
の生徒として、皿倉小学校の児童のみなさんのお手本になってほしいと思います。 

開会式で挨拶をする森永校長先生 

代表の児童がお
礼の言葉を言って
くれました。すばら
しい！ 


